













A Study on the Effect of Creative Activities 






















































































































































































































































































































































聞き取り鯛査対象者 形式 A B c D E F G H J 
性別 F 女性 宜性 男性 女性 女性 女性 男性 宜性 女性 宜性
年齢 F 70j瞳 47歳 74叢 72歳 66. 65歳 相続 68歳 45. 75歳

























長距雌通勤 葬儀の後処 故人の親の 子供もいた 自分はただ 仕事を続け 故人の親由 仕事を続け 介護品不要
による仕事 理‘家の錐 宥III!り.商 し、現役で 悲しみ、ぽ た. 干の 入続中仕 た. 自分 になった
喪失直後から1年間の多忙さ F 
後に遺産相 を続けた 持などでめ 売をたた 仕事を続け んやりして 死別後、雌 事も再開し で生活して が、孫の世
織で多忙に まぐるしい 1f.ピル盛 なけれ11な いた 婚したので たが頭は いかなけれ 話は続けた




息子夫蝿・孫 雌lIIl量人 息子夫蝿孫 実曹に1母 損失揖と孫
近親書・干供 F 
子供無し 子供領し 二世俗住居 子供無し {近() 子供織し が地方にい 兄(他所} (近所)
で同居 第{他所) る 子供無し
姐
空しい気持ち.空虚な気持ちが強かった SD5 5 5 5 2 5 5 2 5 4 3 
別れた相手を慕う気持ちが強かった SD5 5 5 5 5 5 5 4 5 2 3 
一人になり、寂しい気持ちが強かった SD5 5 5 5 4 5 5 5 5 3 5 
死にたい、と思う気持ちが強かった SD5 5 5 3 4 3 4 5 3 5 
よ〈、ぼんやりとしていた SD5 5 4 4 5 4 5 2 5 2 
~'Jれの事実が宰〈、よく泣いた SD5 5 5 3 5 5 5 5 5 4 5 
~'Jれの事実を受け止められず‘現実惑がなかった SD5 5 4 5 4 5 2 5 
何をする気にもなれなかった、無気力だった SD5 5 4 5 5 4 5 3 5 
何かしていないといられない気持ちだった SD5 4 3 5 4 3 3 1 2 
このショッヲから阜〈立ち直りたいという気持ちだっ
SD5 5 3 5 4 2 1 2 
雄かといっしょにいたいと感じることが多かった SD5 4 3 2 5 3 3 1 2 
ひとりきりでいたいと感じることが多かった SD5 3 3 3 5 3 5 4 
家にいるより、外に出るようにした SD5 5 4 3 5 5 1 4 1 2 5 
外に出るより、家にいるようにした SD5 2 5 2 5 3 
友人にE置を聞いてもらうζとで寅持ちが楽になった SD5 5 l 4 1 4 1 3 
軍旗に隠を聞いてもらうことで気持ちが楽になった SD5 5 5 5 5 2 3 
体闘を犠した SD5 5 1 1 1 5 5 2 1 1 5 
そのころの自分は本来の自分とは遭う状態だった SD5 5 4 1 5 5 5 3 5 5 5 
無理に明るくふるまおうとしていたと思う SD5 5 3 4 5 4 
はやく立ち遭ってしっかりしなくては.と思った SD5 5 3 5 2 3 4 1 2 
精神的なシヨツヴ状態からほぼ通常の状態に戻つ
たか S3 3 2 
1はい 2 まだ途中 3:ほとんど回復していない
いくつかの転機があり、段階的に回復していった YN 。 。
連続的に少しずつ回復していったと思いますか YN 。 。 1 。 。 。 。 。 。
回復まで何年くらいかかったと思いますか F 7 7 3 23 6 15 7 6 5 3 
転機はどのよっ￥時でしたか F 
園-膏の福朝の寺体公 -飛行をす機るの と-い特うによ転う機な う-よ転り機もとないん 続-仕した事こをと継 所-子に引供越がし近 続-仕した事こをと継 続-仕した事ζをと継 9-ヶ蹴月別後の か-仕けた事ζに出機縦
または変化があったとき 操に鼠われ ようになっ ものはな とか忙し〈し -一番の固 てきた‘孫 -うつ病の -ポラン 線。初めて と.普通に
て行った. たとき.空 い. ~男が て生活を続 復のきっか ができたと 友人との出 子ィ7をした 敵~'Jのこと している時
これが量初 の上では集 結婚した けることが けはゴJレフ きなどは質 会いで思い こと 以外を書い 聞がもてた
に救われた 中できる 時.三世情 できるよう に出会った が紛れたと を分かち合 -俳句を再た -死別1年
場所、人 -力ラーセ 住居でいっ になっただ こと 思う えたこと 聞したこと -カラーセ 後にある人
だった ラピーを受 しょに住む け -その次の -でも、基 -再婚(結 ラピーコー に言われた
-仕事やボ けたとき(自 ことに立つ -新しい画 転機lま海外 本的にはま 局失敗だっ ス必要な 『時の矢は
ランティアを 分に必要な たので、新 廊の仕事を のゴルフ だ回復して たが)連れ ことがわか 前にしか進
始めたと ことに気づ しい家族が 立ち上げた コースに出 いないと思 後のおかげ り、1年後恋 まない』とい
き. いfこ} 増えるとは ことも忙しく rここと.そこう で他の子供 人ができた う言葉で前
-彼岸、ー -仕事が本 思った.何 できたとい で海外旅行 を見ても平 -心理カウ 向きになれ
周忌、三回 社勤務に変 かあったら うζとで回 にめざめて 気になった ンセラ一義た
阜、七回阜 わったとき.家族がよに 復したわけ また元気に -二度目の 成講座 .3年後、
(視野が広 いるという ではない なった。 厳婚 .5年後初 同年代の男
がった) のは安，[>感 -自分は昔 .7回忌 -昇進 めてのお正 性と親しくな
につながっ とは遣う人 月(楽しめ り山にのめ
たと思う. 聞しまにっなたって
た) り込む
SD5 5とてもそう思う、4 まあそう思う、 3 どちらともいえない・普通、 2 あまりそう恩わない、1全くそう恩わない







聞き取り綱董封章者 融式 A B c D E F G H J 
性別 F 女性 女性 男性 女性 女性 女性 男性 女性 女性 女性
年齢 F 70量 47縫 74・E 72・ 帥麗 65車 43・E 同信 4511 75庫
聾失由対象 F '" 子夫 • ，忌 ヲ長 ヨ長 子妻上書2 実 実 失
聖央時からの経過年世 F 同年 子四年、夫15年 34半 23匁 "4 ，"寧 子警328aa事字、警2 6匁 "事 11年
喪央時的年前 F 日11 平28.. 夫3211 "11 柑 11 崎・a 回11
予察214315・aι. 
"11 3811 5411 
喪失町内容 F 死別 手死期衆繍別 死別 死別 JElM 死別 手死湖、妻厳粛 JElM IIlM 死別
予の死"は突然
裏失由費然性 F 突然 突然 3年積極 賞昆昆 "事看峰 2年省銀 書'.2との纏別 突然 約一年半 9盗事学看2・
は般会周.徹隼
。 青い鎗ばかり 宥備中にト J.ベ 。 。 。 。 墨.‘交a会っき III~でやしの'袋、 鍵愉..薗(泊
値いていた イJトを始めたが 録中して恋しみを 自宅でIEや犬の鎗}
1韓を措〈




。 。 。 。 回復に働集 。 大量に・き織1t 。
2 文章を書((手紙や日記与ど宮む)
組t.ど.書いてい たのは1年間自
F ると気怜ちが罰事ち 自分の気縛ちを 己分衡のため
継<. 鑓理したかった
自分の配録、 幽 。 。 。 。 。 。 脅からやっている 。 死別後始めたが
3，1寺や俳句などを作る F 来事を傷句に 自陣旬仲間は男女 3年でやめた.
両方友途








。 。 直の平入れに' 。 。 。 。 夫が鰐きたったの 。 ベランダや璽向に
5 ガーデニンヅや植帽の育成 F ゅに伝り時聞を忘 で
れる.必死
音IR鯛援 飛行.の免併 ゃったほうがいい 。 ゴルフ 。 子ースー ワイン‘ ..盆・温 心理カウンセラ 泊鎗.鎗色.1際通
学ぶことがた〈さ '"ふことは.それ のかと思うが、や 体憾の楊修 検費 養成1塵 〉
んあり、工夫し伝 までの自分の俵 るlI¥がしt.い
ければ怠ら自よい点 念を浴して '脅し めんどう




。 水埠・f"=ス ゴルフ ダンス‘ゴルフ ゴルフ ダンス T=ス 。 。 社主ダンス





自憶にはいやす 山の別荘で過ご 身体が碕ら4よいよ 。 。 。 週に鹿野川公 。 量山‘ウオ キン
カがある す うに 圃を歩〈 グ
9 近所由散歩
草花もみつける 。 ウォキング‘t 健康のため 街中を歩雪、買い 。 。 犬の倣!J> 公園や川沿い、
F 日1万歩 絢b'lI¥峨らし 衝'"伝ど
ll:l!lI曹者のた 。 他人の面倒を貝 。 。 。 重自置の陣容宥に 。 高僧宥の範畿で
めの朗畿 る愈裕はおい 年ー園・人タク 食事の宜鹿をす
胞かの役に立ち シーの人がポラン る




鎗婚のお雀話を 7ザイン噂門眠 温瞳Lていたが、 輔しい圃畠を聞い フルヲイム銀行員 。 これだけは続けな 地域の畏隼01‘ 金社員として仕事 絶崎直のB皇陵で受
す応る対団とか体ワでー電プ話ロ絶犬伝効果.忘れ 地輔の高齢者の t， 前から鰻けていた いと自分が廃人 を鍵Ii.その像伝 付
る効県、 自分への 固体活動の也箇 療しくは4よかった 毎日をきちんと金 におると患って頑 • で・頭をITつお 自信、 チャレンジ 役に伝った が心の支えには ぎるため 破った






。 生活の 舗として 。 。 。 。 。 費街、工芸その他
芸家で何でも行 行〈
12芸術革貰 F <. 滞.建~l.i
ど
気分伝慢の効果 フランスーヲイに皆 JI[渇遭日次を歩〈 。 自分から進んで 。 ~句の友遣と 3:々 海外 国同と 国同ー圏外様々





。 。 。 自分で行〈ことも 。 夫を思い出すから 。 子の凪に怠って 。 オペラ、コンサ
14音幾鑑賞 F ある 行かt.い をよ〈聞いていた ト
15楽器の置奏 F 
。 。 。 。 。 。 。 。 ピアノ 。
色々伝ものを見る 自伝車で1濠耐 パソコン.蟻中で ゴルフ‘'5年 洋服を買う カウンセリング系 カフセフピ
仰 I草野きUωで‘ 久レーλ き1附聞を過ごす おしゃれをする セ£ナーに'加 コーーλ
16その他
文化財信どを且に のにいい 月田万円も使った ""・に効JI[が
F 行ったり 時期がある あった
衝しい友人との交
ヨ邑
'よ〈電話をした YN ' 
。 。 。 。 。 。
2 よ〈メールをした YN 。 。 。 。 。 。 ' 
。 t 
3 よ〈人1=会って話をした YN 。 。 。 。 。 ' 。 。
4 よ〈手紙を書いた YN 。 。 。 。 。 。 。 。 。
5 そ由抽 YN 。 。 。 。 。 。 。 。 。
1もともとしていた仕事や活動幸雄 YN 。 。 。 。 、 。







1もともとしていた学びを続けた YN 。 ' 
。 。 。 。
' 
2 輔し〈外に出て学びを拍めた YN ' 
。 。 。 。
' ' 
3 自分だけで学びを拍めた YN ' 





。 。 。 。 1 
活動を聞けた
2 新し〈創作活動簿を外に出て始的 YN 。 。 。 。 。 。 。 。 1 
3 自分だけで創作活動等を抽めた YN 。 。 。 。 。 。 。 。














聞き取り鋼査対象者 形式 F G H J 
性期 F 女性 男性 女性 女性 女性
年齢 F 65・ 43・ 同車 45・ 75轟
裏失の対象 F ヨ足 子・裏'.奏2 '" 
失 失
会「白 F 15 1 :8 2，2 6 7 11 
蔓失崎の年齢 F 50. 子聾'，35..聾2:41. 61. 38. 制緩
裏失の向書 F 死別 子亮剤、軍艦剖 死期 鑑別 死嗣




近理者子供 F 且子夫婦ー商{近(l 離別後一人子供織し 息子夫婦ー隔が治方にいる ""憲に父ftI見(他所)子供傭し 娘夫蝿と踊〈近所)
特に固置のきっかけに -回復はしてい主い.自分自身、
い-る自よ分うの立仕も事のが.マ創ー作ケ活テ動ィをして -か民っ生た委.員直仕後事はを、再何会にしもたのカ に-な離り別‘のテあーとブ新ル屠ヲでロ暮スをらすやよたうら -・仕孫事のを世始話的をたすこるとのははよ生か活っにたー与ったこと もう立ち直っているとか、もと通り ンゲ ょ やる気
の自分になったとは思ってい年 の仕事l主新しいアイデアを常に が〈よくなり、やめようと思ったが、 にたくさん作った.好きな布を 定のベースができたし、元気でい
し、. 考えだしている.仕事そのものが 周りに『絶対ゃめちゃだめ.うつ 買ってきては.ミシンで縫い、定 怠ければという気持ちになった
-支のもの.たとえば筆跡が残 知的好奇心として面白いと思え 病に主るからJと強くすすめられ、 期的に新しいテーブルウロスに -死後1年後に.ある人から雷
るものがあるのはよかった.事〈 る内容だったことがよかったと思 49日が過ぎて復帰した。とてもで 置えていた.グリーン系と‘黄色 われた冒葉がひとつの転僚に
て見ることはできなくても、そこに う.ひとつひとつの仕事が新し〈 きない、と思っていたが、今とな 系の時があった.癒しの色(緑) fJった.r時の矢は附にしか進ま
ある、というだけで心の支えに 伺かを作り出してい〈ことだった。ると.本当に続けてよかった. と、元気が出て買持が明るくなる 主い」という言葉.本当にその通
なったと思う. ひとつひとつのヲライアントがみ 訪問の目には、いやでも支度を 色(賞色)を欲していたと思う. りだと思い、過ぎた矢には乗れえよ
んな異分野で、新しいことを掌 して防相、 80膿を超える高齢者 -ひたすらやっていたことは. い、前の方だけ向いて過ごそうと
び、提案していっていた.それに が一人暮らしをしているところを 「書むこと.書いていたのは、夫 思った.
没頭していたことは、かなりの効 見て、逆に励まされたりして.本 とのこと.基本的に去に対して申 -俳句は悲しい心の癒しに屯つ
畢があったと思う. 当にこれが立ち直りのひとつの し釈4ょいという気持ちがあり、罪 た.工芸や絵画などの創作活動
-うつ病だった頃、ある人材関係 契機に立ったと思う. 思惑が侠えなかった.その自分 は集中して創りだすことで思しい
白書社に行っていた友遣が仕事 -俳句をつくるという行為そのも 自身の反省.自置の意を毎晩の ことをEれられた
が忙し〈てうつ備にえよった.その のが回復につながった.日記の ように泣き立がら、鮮しく書いて -山量りを始めたこと、親しい男
人と若い社員がうちに泊まりに ような形で、亡くなったときの心 いた.Itかに院ませるために書 友達ができてたくさん畳山旅行を
F 来たりしていた.また、その頃知 情を鉢んでいた.それは、俳句 いていたのではえよく、自分で自分 したり、前向きに生きられるよう
り合った友遣がいて.舛に出たり の金の先輩女性で同じように夫 の心のfi理をして.離婚したとい になった
ホームパーティーをするのが好 を亡くされた方からのアドパイス う事実を、自分に納得させるため -地蟻の高齢者の勉強会に入っ
きで呼んでくれたりした.それは で、『今しか跡的指い心情を、下 に書いていたよう紅気がする. た.定期的に舞まってセミナーと













今思うこと、 -尭のものを今でも処分でき年 -去年郁畏になった.自分カ辛 -去の体間の藍化の兆候を見 -雌別後、お正月は実家に帰つ -夫のことを思わえよい日は今で
今由自分自身白峰子 い.鎗ててすっきりするのは無 くとも仕事だけはなんとかがん 通していたのでは年いかという後 ても夫と過ごしたお正月を思い出 も一目も主いが.怒しみに連れて
理.何年も.見4よくてもそζにあ ばっていたことがかえってきたと 悔が今でもある.申L.1Rt.ょいとい して楽しめ立かったが‘5年後の 行かれてしまうということがなく
る、ということがよかった.葦跡が 思って、精神的にはよかった. う気持ちが強〈て、車干にも謝つ お正月には、心から楽しいと感じ 立ったのは、死別後‘山にのめり
残るものとか. -部長になってから、あるコミユ 1:'0 ることができた.そこで.自分は 込むように立った3年後から.そ
-回復はできないまま逝きそう. ニケーション系のセミナーに書加 -健康に気をつけて、自分のた ょうやく離別の心の苦しみを乗り れからは前向きに、棄しく生きよ
空慮惑は死ぬまで亡くならtょいと した.そこで配憾の塗り替えがで めに楽しいことをしたい.続行と 飽えたんだなと感じて婚しかっ うと思って実行Lている
思う. きたと思う.たとえば、子棋の死 h'.庖味とかをやコていきたいと た. -今は非常に充実していて忙し
F 別の伴侶を京めたとしても、絶対 については、それまで平幸な車 患っている.ボランティアも続け -この置づき以後始めたことは、 い.毎回、豊山と、祉交うfンス
に埋まら立い.去を超える人を見 被としてふたをしていた.そのふ る.地蟻のお互いの見守り活動 線行にしろ.l!暗にしろ..~IJQ) と、ボランティアの予定が入って
つけられ主いし、1高だったと たを取り外し、もう一度‘それは 立ど、ひとりでも知り合いを増や 後の悩みを癒すため、とか、忘 いて、休みは日曜日しかない.合
思っている.そう思うことで癒しを Zよんだったのか、を考えなおさせ して婚を広げてい〈活動の代表を れるため、とか、自分を立ち直ら 聞に美術館.コンサート.旅行も




同じ普しみを体厳してい -回復したかっというのは雛し -自分は喪長後は数年間、形式 -夫婦は同士のよう立もの.い〈 -時fJ解決してくれること尊が敬必すず な-い失.っだたかときら.は前決だしけて向戻いるてζ歩とはいる人へ由メッセージーア い質問.時が解決するというの 的にもとに戻って人生を取り戻そ ら息子が優しくても、去の代わり ある.自分は、あるとき、
ド，;イスf.ど は確かにあるとは思う.実際に3 うと無駄紅努力をしていた.好き にはならない.;民主ら何でも路し る年墨書から、雄婚から立ち直 ていってほしい.どん立に悲しく
年すぎると世しずつ‘こん主にし でもない女性と付き合つては別 古えたのに.そのパートナーがい るためには「三年はかかる』と雷 ても時は前にしか進まない.後ろ
ていても錐も喜ばえよい立、と思つ れることを織り返していた.そう ない.夫の死後は何もわからず、 われた.その時には置が速くなる を振り向いても、過去はどうにも
たりするように立った. 時聞が いう行動は人を傷つけるだけで 何もかもいやに紅り、うつ病に ょう牢思いがあったが.実際に三 4よら〈よい.新しい未来に向かつて
たつと.悲しくて泣き続けることに 何の回復にもおら主い. 4よってい考たえとた思.う夜.何も寝度らもれ後ずを追 年くらいたつと.次第に自分が宜 ゆくように思考回路をチェンジし
も鐙れて来る.もう四六時中央の -辛い時期、畏い問、仕事を続 うことを わっていったと思う.実際には完 怠ければならヰい.それに徹す
ことを考えて泣くようなことはなく ける.ということが自分の精神面 胸が苦し<t.より.家のゆに呼吸す 全に乗り組えるには5年近〈か ればいい.良いにつけ、悪いに
なった.だが、ス・ノキリ元通りI二 を支えていたといえる. る空気がないような気がして、夜 かったが‘だいたい、三年たつ つけ.過去には戻れない.
はなら主いし、悲しみが癒えたわ -基本的に自分のことが好き、と 中に家じゅうの窓を聞けて舛の と、『新しいことをしよう』という気 -色々拡ことに興味を持って、実
けでもえよい.時が全てを解決する いうことが大事かもしれない. 空気を吸わ4ょいといられな〈えよっ 力がわいてくる. 行すればいいと思う.好奇心が
わけではないが、愚初よりは たりLていた.精神的におかしく -自分はかねてより抱えていた あれば附に進める.
















































A Study on the Effect of Creative Activities 
in the Process of Recovery from Deep Grief
IKEDA Chitose
Abstract
　A person who is struck by poignant, deep grief due to the loss of, or unwanted separation from, his/her family, 
spouse or the one he/she loves is believed to take a long and gradual recovery process from the state of severe 
mental suffering. This study conducted interviews on ten people who went through such experience to find out 
how their painful loss or separation took place, their psychological states, their actions in the process of recovery 
afterwards, the significance of such actions, the psychological change brought about by such actions, etc. 
　The result found that the activities recognized by the suffers as effective in facilitating the recovery process 
included “creative activities, such as painting, crafting, writing, etc.” along with “social activities, such as works 
and volunteering”, “communications with close friends and relatives”, etc. The creative activities referred here 
are voluntary ones and exclude “art therapy” implemented as a part of psychotherapy. The sufferers identified 
the positive effects of these activities as they helped the sufferers to “avoid the state of shock by concentrating 
on creative works”, “ease the pain by expressing their own emotions”, and “heal themselves by creating 
something”.
Keywords: bereavement, grief, recovery, creation, interviews
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